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平成 15 年 10 月 30 日 

各  位 
 

東 京 都 千 代 田 区 二 番 町 ７ 番 地 ５ 
株式会社インフォメーション・ディベロプメント 
代 表 取 締 役 会 長 兼 社 長  尾  﨑  眞  民 
（店頭上場銘柄コード番号：４７０９） 
（連絡担当 執行役員経営企画部長 蒲原隆一） 

ＴＥＬ（０３）３２６４－３５７１ 

 
特別損失の発生ならびに業績予想修正に関するお知らせ 

 

  この度、当社において特別損失が発生いたしましたのでお知らせいたします。 

また、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15年 5月 16 日付当社「平成 16年 3 月期 決算短信（連結）」

において発表いたしました平成 16年 3月期（平成 15年 4月 1日～平成 16 年 3月 31 日）中間業績予想

および通期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１． 特別損失の発生およびその内容 

 開発プロジェクトの中に、開発遅延、開発要件の変更、追加コストの発生等により、開発完了の

見通しが立たないプロジェクトが発生したことから、本開発プロジェクトを解約することとなりま

した。 

 本件の解約清算金等を受託業務解約清算損（2億 8百万円）として特別損失に計上しております。 

 

２． 平成１６年３月期中間期業績予想の修正（平成 15年 4月 1 日～平成 15 年 9月 30 日） 

（１）連結業績予想                                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） ５，６９９ １１９ ６０ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） ５，４１９ ２６６ ４１ 

 増 減 額（Ｂ-Ａ） △２８０ １４７ △１９ 

増     減     率 △４．９％ １２３．５％ △３１．７％ 

前 年 中 間 実 績 ５，４９８ ８５ ２０ 

増 減 率（Ｂ比較） △１．４％ ２１２．９％ １０５．０％ 
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（２）単独業績予想                                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） ５，１８８ １２３ ６５ 

今回修正（Ｂ） ４，８８２ ２４７ ４０ 

 増 減 額（Ｂ-Ａ） △３０６ １２４ △２５ 

増     減     率 △５.９％ １００.８％ △３８.５％ 

前 年 中 間 実 績 ４，９４８ １２２ ３６ 

増 減 率（Ｂ比較） △１.３％ １０２.５％ １１.１％ 

 

３． 平成１６年３月期通期業績予想の修正（平成 15年 4月 1 日～平成 16 年 3月 31 日） 

（１）連結業績予想                                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ） １２，５０６ ７２９ ３８４ 

今 回 修 正 （ Ｂ ） １１，８００ ７２９ ３８４ 

 増 減 額（Ｂ-Ａ） △７０６ - - 

増     減     率 △５．６％ -％ -％ 

前 年 通 期  実 績 １１，６６８ ５９１ ２７４ 

増 減 率（Ｂ比較） １．１％ ２３．４％ ４０．１％ 

 

（２）単独業績予想                                                    （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） １１，４００ ６５４ ３５９ 

今回修正（Ｂ） １０，７００ ６５４ ３５９ 

 増 減 額（Ｂ-Ａ） △７００ - - 

増     減     率 △６．１％ -％ -％ 

前 年 通 期  実 績 １０，４６９ ５９２ １８４ 

増 減 率（Ｂ比較） ２．２％ １０．５％ ９５．１％ 
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４． 業績修正理由  

 当社グループの連結各社につきましては、おおむね当初計画どおりとなっておりますが、当社

単独の業績について修正の見通しとなりましたので以下にお知らせいたします。 

    

（中間期中間期中間期中間期業績修正理由）    

  国内景気は、一部に回復の兆しが見えたものの本格的な回復にはいたらず、依然として厳 

 しい状況が続いております。情報サービス産業においても、情報化投資の手控えや絞込み、 

 値下げ要請等から受注競争が一段と激化し、厳しい状況にあります。 

（１）売上 ― 前年同期比 1.3％減、前回予想比 5.9％減 

   新規案件の獲得や開発案件の受注が計画どおりに進展せず、48 億 82 百万円と前回予想比 

   3 億 6 百万円減となる見通しです。 

（２）経常利益 ― 前年同期比 102.5％増、前回予想比 100.8％増 

   外注費の削減や労務費を主体とした経費削減に注力するとともに生産性の向上（品質 

   管理と生産管理の強化）に努めた結果、2億 47百万円と前回予想比 1億 24百万円増と 

   なり、前年同期比、前回予想比とも大幅な増加となる見通しです。 

（３）当期純利益 ― 前年同期比 11.1％増、前回予想比 38.5％減    

   開発プロジェクトの解約清算金等の特別損失（受託業務解約清算損）を計上した結果 

   、前年同期比は増益となりましたが、前回予想比では、25 百万円減の 40百万円 

   となる見通しです。    

    

（通期通期通期通期業績修正理由）    

情報サービス産業をとりまく環境は、下期以降も依然として厳しい状況が続くものと予想され、

引き続き営業活動の強化を図ってまいりますが、当面、情報化投資の急激な回復は望めないこと

から、通期の業績予想を修正することといたしました。 

（１）売上高 107 億円 前回予想比 7億円減 （前期比 2.2％増、前回予想比 6.1％減） 

（２）経常利益、当期純利益につきましては、前回予想どおりと見込んでおります。 

 

以上 


